
共催：日本イーライリリー株式会社 大日本住友製薬株式会社

後援：岐阜県糖尿病対策推進協議会

演題

座長

日時

IncretinDeepDive In GIFU

会場

2017年10月3日(火)
19:30〜21:10

岐阜グランドホテル
岐阜市長良648番地 TEL 058-233-1111

演者

※『日糖協療養指導医』取得の為の講演会として申請中。
※『CDE岐阜』認定講座として申請中。
※会終了後、情報交換を予定しております。

【特別講演】 岐阜大学大学院医学系研究科
分子・構造学講座 内分泌代謝病態学分野

教授 武田 純 先生

大阪府済生会中津病院 糖尿病内分泌内科

『糖尿病治療 NEXT STAGE』
〜「治療強化の遅れ」を改善する新たな治療選択肢〜

“Clinical inertia” -「治療強化の遅れ」-は糖尿病治療における深刻な課題である。米国糖尿病学会
（ADA）が発表している2017年糖尿病治療ガイドラインでは、現在の治療を3ヶ月間継続しても目標
HbA1cを達成しない場合に血糖降下薬追加による治療強化を行うことを推奨しているが、実際の臨床
現場では守られない事が多い。しかし、患者のHbA1cが目標に達しない時、適切なタイミングで治療強化
を行うか否かによって、その後の患者の血糖コントロールや合併症の発症率に差が生まれる事が多くのエビ
デンスで明らかになっている。本講演では、「適切な治療強化のタイミング」という視点から糖尿病治療を考
えるとともに、週1回投与のGLP-1受容体作動薬トルリシティが治療強化に役立つ可能性について紹介し
たい。

第2回

19：30〜19：40 <製品紹介>  日本イーライリリー株式会社

19:40〜21:10

院長補佐 糖尿病内分泌内科部長西村 治男先生


